
放課後児童クラブの受入体制強化整備について 

 

１．概要 

  近年の女性就業率の上昇等により、共働き家庭等の児童数の更なる増加が見込まれており、

放課後児童クラブの受入体制の整備が重要な課題とされております。 

  市内 6 ヶ所ある放課後児童クラブにおいても利用ニーズが高まっており、令和 2 年度当初に

おいては、定員 365名に対し、登録児童数が 452名と大幅に定員を上回っておりました。 

  つきましては、一年を通して安定的に放課後児童健全育成事業を実施できるよう、支援単位

の増設等により受入体制を強化する整備を予定しておりますので、報告するものです。 

なお、整備は令和 2年度中に行い、令和 3年度からの変更を予定しております。 

 

２．受入体制強化整備について 

  今回は、定員に対する登録率の特に高い「三小仲よしクラブ」及び「玉小仲よしクラブ」に

対し整備を行います。 

  整備内容は以下のとおりです。 

 

⚫ 三小仲よしクラブ（所在地：塩竈市立第三小学校内 1階） 

 変更前 変更後 

支援単位数 2 3 

定 員 60 90 

 

⚫ 玉小仲よしクラブ（所在地：塩竈市立玉川小学校内 1階） 

 変更前 変更後 

支援単位数 2 （略） 

定 員 50 60 

 

 

【参考：各仲よしクラブの令和 2年度受入状況（令和 2年 4月 1日現在）】 

クラブ 定員 登録児童数 定員との差 登録率 

一小 45 42 △3 93.3% 

二小 60 58 △2 96.7% 

三小 60 91 31 151.7% 

月見小 60 85 25 141.7% 

杉小 90 100 10 111.1% 

玉小 50 76 26 152.0% 

合計 365 452 87 123.8% 
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